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《特集》第50回  田野町 産業まつり

　

11
月
23
日
（
土
）
に
、
秋
の
一

大
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
「
第
50
回
田

野
町
産
業
ま
つ
り
」が
開
催
さ
れ
、

町
内
外
か
ら
た
く
さ
ん
の
人
が
訪

れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
50
回
目
の
大
き
な
節

目
を
迎
え
る
開
催
と
な
り
、
地
元

で
と
れ
た
新
鮮
な
農
産
物
の
販

売
、
大
鍋
で
の
炊
き
出
し
、
餅
投

げ
、
昔
懐
か
し
の
レ
ト
ロ
な
発
動

機
の
展
示
、
ス
テ
ー
ジ
シ
ョ
ー
な

ど
、
多
彩
な
催
し
で
、
子
ど
も
か

ら
高
齢
者
ま
で
、
大
い
に
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。

　第50回記念、ありがとうございます。
　コロナ禍もありましたが、昨年から復活して開催
することができてよかったです。多数の出店者、観
客を集客できてよかったです。
　今後も開催できるよう期待しています。

　１４年～1５年前に、役場から依頼を受け、始
めました。かみごたえもあるように野菜もたっ
ぷり入れています。
　おいしかったと言われることが、うれしいで
す。　　　　（田野町食生活改善推進協議会）

「
産
業
ま
つ
り
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

産業まつり実行委員会

会長 宮崎  正臣

大鍋（しゃも鍋）の ふるまい

さん

田野町女性団体連絡協議会

内町なかよし会

社協のかごあみ教室

田野町食生活改善推進協議会

中芸発動機愛好会
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団体名『 あまじ家 』

　年に1回、普段、仲の良い仲間が集まり、楽し
んでいます。自分たちが「おいしい」と思ったもの
を作っています。　
　出店動機は、小中学校の PTA が始まりで、そ
れがなくなったので、何かを始めようと。
　議会だよりは、読んだり、読まなかったり。
　期待することは、若い人の意見を取り入れて !

出店回数６回

団体名『 農業委員会 』

　田野町で作った新鮮な野菜と、田野町産の農
産物のＰＲをするため。
　農地のことで心配ごとがあれば、気軽にご相談
ください。
　田野町に期待するのは、人口増。

出店回数50回

団体名『 大野倶楽部 』

　若い世代の減少、高齢化になり、地域を何とか
元気にしたい目的で活動しています。
　15年以上前から各種ツアーの受け入れ、餅つき、
盆踊り、雛祭り等、町内外のイベントに年１０回～
１５回程度参加しています。
　「面白く」「あほう（バカ）」なことを言い合いな
がら、活動を続けていきたいです。
　田野町に期待することは、もっとイベントを開
催してください。

出店回数10回以上

町民の皆さん、交通ルールは守りましょう！

出店者の声
出店動機ややりがい・
楽しみ、田野町に期待
すること  などなど
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一般会計補正予算（第４号）衆議院議員選挙費で一般会計補正予算（第４号）衆議院議員選挙費で

一般会計補正予算（第５号）ふるさと応援寄付金などで一般会計補正予算（第５号）ふるさと応援寄付金などで
４５０万円を追加４５０万円を追加

２億３９８０万円を追加２億３９８０万円を追加

補補
正正

予予
算算

・
一
般
会
計
（
第
４
号
）

　　

総
額
３
６
億
５
３
８
０
万
円

　

追
加　
　
　
　

４
５
０
万
円

・
一
般
会
計
（
第
５
号
）

　　

総
額
３
８
億
９
３
６
０
万
円

　

追
加　

２
億
３
９
８
０
万
円

一般会計補正予算（第４号）の主な内容

一般会計補正予算（第５号）の主な内容

歳入

歳入

（内容）

（内容）

歳出

歳出

（内容）

（内容）

県支出金	 ４５０万円	（衆議院議員選挙費交付金）

地方交付税	 ８５１万円	（普通交付税）
寄附金	 １億５０００万円	（まちづくり応援寄附金）
基金繰入金	 ７８３０万円	（ふるさと応援基金）
諸収入	 ２５０万円	（雑収入）
町債	 ３０万円	（農林水産債）

衆議院議員選挙費	 ４５０万円	（報酬・職員手当等ほか）

一般総務管理費	 １０９万円	（災害補償費ほか）
財産管理費	 １億４９３０万円	（ふるさと応援基金積立金ほか）
地域振興費	 ４５１万円	（東部交通補助金ほか）
ふるさと納税推進費	 ７５００万円	（贈呈品ほか）
児童措置費	 ２２５万円	（乳幼児医療費ほか）
道路新設改良費	 ４００万円	（残土処理場候補地検討委託業務ほか）

・
特
別
会
計

　
国
保
会
計
（
第
３
号
）

　

総
額　

４
億
５
３
９
６
万
円

　

追
加　
　
　

６
１
９
５
万
円

・
簡
易
水
道
事
業
会
計
（
第
１
号
）

　
収
益
的
収
入
及
び
支
出

　
　

収
入
予
定
額

　
　
　
　
　

４
９
万
円
追
加

　
　

支
出
予
定
額

　
　
　
　

２
６
６
万
円
追
加

　
資
本
的
収
入
及
び
支
出

　
　

収
入
予
定
額

　
　
　
　
　

１
０
万
円
追
加
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・
公
共
住
宅
の
条
例
改
正

・
公
共
住
宅
の
条
例
改
正

　
　
共
益
費
を
月
額
３
千
円
と
す

る
根
拠
、
ま
た
余
剰
分
は
ど
う
な

る
の
か
。

　
　

浄
化
槽
の
保
守
点
検
、
共
同

水
栓
に
係
る
水
道
料
金
の
実
績

割
、
通
路
照
明
等
に
係
る
電
気
料

金
で
、余
剰
分
は
住
宅
の
修
繕
等
、

管
理
運
営
費
に
充
当
す
る
。

【 

主
な
質
疑
を
掲
載
し
ま
す
】

質
問

答
弁

問問

答 問

・（
第
５
号
）
補
正
予
算

・（
第
５
号
）
補
正
予
算

　
　
残
土
処
理
場
候
補
地
検
討
委

託
業
務
４
０
０
万
円
と
あ
る
が
、

候
補
地
は
町
内
か
、
そ
れ
と
も
町

外
か
。 

　
　

候
補
地
は
町
内
で
の
選
定
を

考
え
て
い
る
。

　
　
土
地
分
筆
委
託
料
１
１
０
万

円
と
あ
る
が
、
今
後
の
製
塩
事
業

に
関
す
る
レ
ン
タ
ル
ハ
ウ
ス
の
用

地
確
保
と
考
え
て
よ
い
か
。
ま
た

１
棟
当
た
り
の
建
設
金
額
は
。

　
卒
業
後
は
販
路
先
の
開
拓
な
ど

の
販
売
支
援
は
、
行
政
と
し
て
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

　
　

今
後
に
お
い
て
、
製
塩
レ
ン

タ
ル
ハ
ウ
ス
の
建
設
ま
で
を
考
え

た
予
算
措
置
で
あ
る
。

　

１
棟
当
た
り
の
建
設
額
は
、
約

１
千
万
円
を
見
込
ん
で
い
る
。

　

販
路
先
の
確
保
等
、
販
売
へ
つ

な
が
る
支
援
も
行
っ
て
い
き
た

い
。 答答

条例改正により、
非常勤の行政委員の報酬が、 改正されました。

※２時間以内の会議の日額支給金額は日額の７割とする。〈施行日　令和７年４月１日〉
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議案の審議結果一覧表
定例会で決まったこと
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10
月
～
12
月
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た

行行

政政

報報

告告

行
政
報
告
…
町
長
な
ど
が
町
の
大
き
な
出
来
事
な
ど
を
議
会
に
報
告
す
る
こ
と
。                   

常石博髙 町長常石博髙 町長

道
の
駅
﹁
田
野
駅
屋
﹂

再
整
備

　

令
和
６
年
11
月
24
日
に
掲
載
さ

れ
ま
し
た
高
知
新
聞
の
記
事
に
よ

り
ま
す
と
「
県
内
の
道
の
駅
人
気

ア
ン
ケ
ー
ト
」
に
お
い
て
、
道
の

駅
「
田
野
駅
屋
」
が
第
７
位
と
な

り
、
東
部
地
域
で
は
上
位
に
ラ
ン

ク
イ
ン
い
た
し
ま
し
た
。

　

そ
の
要
因
と
し
ま
し
て
は
、
食

事
を
含
め
た
魅
力
あ
る
商
品
提
供

に
対
す
る
意
見
が
多
く
、
出
品
者

の
皆
様
に
対
す
る
高
い
評
価
を
い

た
だ
い
た
結
果
と
捉
え
て
お
り
、

大
変
う
れ
し
く
感
じ
て
お
り
ま

す
。

　

引
き
続
き
魅
力
あ
る
商
品
提
供

に
か
か
る
体
制
や
売
り
場
づ
く

り
、
特
産
品
開
発
等
に
向
け
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

一
方
で
、
施
設
の
老
朽
化
や
直

販
施
設
を
含
む
駅
舎
全
体
の
空
間

が
狭
小
な
ど
の
課
題
も
多
く
、
道

第
33
回
空
谷
記
念

田
野
全
国
水
墨
画
展

の
駅
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
が
必
要
で
あ

り
、
方
向
性
等
を
示
し
た
「
基
本

計
画
」
を
令
和
６
年
５
月
に
策
定

し
ま
し
た
。

　

今
後
に
お
き
ま
し
て
は
、
策
定

い
た
し
ま
し
た
「
基
本
計
画
」
を

基
に
、
地
域
の
拠
点
と
し
て
さ
ま

ざ
ま
な
機
能
付
加
に
つ
い
て
の
検

討
を
進
め
ま
す
。

　

去
る
11
月
23
日
に
、
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー
駐
車
場
に
お
い
て
田
野

町
産
業
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
産
業
ま
つ
り
は
、
開
催
場
所

や
そ
の
内
容
等
、
そ
の
時
々
の
状

況
に
よ
り
形
を
変
え
な
が
ら
開
催

を
続
け
て
お
り
、
50
回
の
節
目
を

迎
え
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
恒
例
の
野
菜
の
即
売

の
ほ
か
町
内
外
か
ら
全
37
ブ
ー
ス

の
出
展
が
あ
り
、
多
く
の
来
場
者

で
賑
わ
い
ま
し
た
。
ス
テ
ー
ジ
で

は
烈
士
太
鼓
「
燦
」
キ
ッ
ズ
に
よ

る
太
鼓
演
奏
や
田
野
町
の
ダ
ン
ス

グ
ル
ー
プ
「
す
ま
い
る
ク
ラ
ブ
」

の
楽
し
い
ダ
ン
ス
が
披
露
さ
れ
、

大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

本
年
度
の
「
空
谷
記
念
田
野
全

国
水
墨
画
展
」は
第
33
回
を
迎
え
、

11
月
30
日
に
開
会
式
典
を
行
い
、

12
月
８
日
ま
で
の
期
間
で
開
催
い

た
し
ま
し
た
。

　

本
展
に
は
、
全
国
か
ら
幅
広
い

応
募
が
あ
り
、
招
待
作
品
７
点
、

無
鑑
査
作
品
４
点
を
含
む
合
計

１
１
２
点
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

出
品
者
は
初
出
品
の
８
名
を
含
め

１
道
１
都
２
府
16
県
に
わ
た
る
地

域
か
ら
応
募
が
寄
せ
ら
れ
、
地
元

住
民
を
は
じ
め
多
く
の
来
場
者
に

日
本
の
伝
統
文
化
で
あ
る
水
墨
画

を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
水
墨
画
展
を
通
じ
て
、
地

域
文
化
の
発
展
と
伝
統
芸
術
の
継

承
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

地
域
優
良
賃
貸
住
宅

上
ノ
岡
西
団
地

第
50
回
田
野
町
産
業
ま
つ
り

　

令
和
６
年
８
月
に
完
成
し
ま

し
た
地
域
優
良
賃
貸
住
宅
上
ノ
岡

西
団
地
（
２
戸
）
に
つ
き
ま
し
て

は
、
子
育
て
世
帯
を
対
象
と
し
た

入
居
者
の
募
集
を
行
っ
た
結
果
、

募
集
戸
数
２
戸
を
上
回
る
応
募
が

あ
り
、
抽
選
会
を
実
施
し
、
２
世

帯
（
内
、
子
ど
も
４
人
）
の
入
居

者
が
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

施設の老朽化など課題の多い「田野駅屋」

楽しいダンスで、会場は大盛り上がり

墨の世界に心癒される

「燦」キッズの太鼓の響きで心をひとつに
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一
般
質
問

一
般
質
問

町
政
の
こ
こ
を
問
う
！

町
政
の
こ
こ
を
問
う
！

ズバリ
ズバリ

５議員が質す５議員が質す

一般質問…�議員が田野町の行政全般にわたり町長などに対し事務の状況や将来の
方針などの説明を求め、所信や疑問を質すこと。

解
説
解
説

ただただ

今議会のテーマ今議会のテーマ

P9P ９
桑名　良学　議員　●土木事業の発注時期について問う

P10 　　　　　　　　　●手話言語条例について
山本　美園　議員　●町民の声を聞く努力は

P11
山﨑　豊子　議員　●地震、津波発災後の給水、し尿収集対策を問う

P12 　　　　　　　　　
中野　益夫　議員　●「事前復興まちづくり計画」の策定に向けて

P13
神山　大亮　議員　●道の駅田野駅屋再整備の進捗状況は
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町政のここを問う！ズバリ
ズバリ

議員桑名良学
くわな よしのり

土
木
事
業
の
発
注
時
期
に
つ
い
て
問
う

　

課
長 
― 
年
間
計
画
を
立
て
進
捗
管
理
を
行
っ
て
い
る

桑
名
議
員

　
地
方
自
治
法
第
２
０
８
条
１
項

は
「
普
通
地
方
公
共
団
体
の
会
計

年
度
は
、
毎
年
４
月
１
日
に
始
ま

り
、
翌
年
３
月
31
日
に
終
わ
る
も

の
と
す
る
。」（
単
年
度
主
義
）。

　
ま
た
、
２
項
で
は
「
各
会
計
年

度
に
お
け
る
歳
出
は
、
そ
の
年
度

の
歳
入
を
も
っ
て
、
こ
れ
に
充
て

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」（
会
計
年

度
独
立
の
原
則
）
と
定
め
ら
れ
て

い
る
。

　
近
年
、
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算

書
を
確
認
す
る
と
２
年
間
に
渡
る

事
業
が
あ
る
。
繰
越
し
に
な
る
要

因
の
１
つ
と
し
て
、
入
札
時
期
の

遅
れ
は
な
い
か
。

　
例
と
し
て
、
町
道
高
田
下
ノ
丸

線
道
路
改
良
工
事
、
町
道
中
央
線

道
路
改
良
事
業
な
ど
。

桑
名
議
員

　
事
業
の
進
捗
管
理
は
ど
の
よ
う

に
行
っ
て
い
る
か
。

西
山
産
業
建
設
課
長

　

所
管
す
る
事
業
全
般
に
つ
い

て
、
年
間
計
画
を
立
て
進
捗
管
理

を
行
っ
て
い
る
。

桑
名
議
員

　

標
準
工
期
の
設
定
に
お
い
て
、

準
備
期
間
、施
工
期
間
の
実
日
数
、

不
稼
働
日
数
、
片
づ
け
の
期
間
等

あ
る
が
、近
年
の
不
稼
働
日
数
は
、

増
え
て
き
て
い
な
い
か
。

西
山
産
業
建
設
課
長

　

感
覚
的
な
話
に
な
る
が
、
雨
等

で
、
長
期
間
、
現
場
が
動
か
な
い

こ
と
が
、
往
々
に
し
て
あ
る
。

　

天
候
に
関
し
て
、
新
た
に
県
か

ら
示
さ
れ
て
い
る
標
準
工
期
に
準

備
期
間
、
不
稼
働
日
数
を
含
ん
だ

日
数
設
定
と
な
っ
て
お
り
、
猛
暑

日
等
の
補
正
も
行
う
基
準
と
な
っ

て
い
る
。

桑
名
議
員

　
事
業
発
注
の
期
日
は
設
け
ら
れ

て
な
い
か
。

西
山
産
業
建
設
課
長

　

発
注
に
期
日
の
定
め
は
な
い
。

年
間
計
画
は
、
工
事
も
複
数
件
あ

り
、
施
工
時
間
の
制
約
を
受
け
る

工
事
も
あ
る
。
そ
の
年
度
に
執
行

す
べ
き
事
業
を
、
年
間
の
中
に
割

り
振
っ
て
、
発
注
す
る
よ
う
、
計

画
を
立
て
、管
理
を
行
っ
て
い
る
。

桑
名
議
員

　
遅
れ
が
な
い
か
、
入
札
の
準
備

が
整
っ
て
い
る
か
、
進
捗
確
認
を

し
て
い
る
か
。

西
山
産
業
建
設
課
長

　

標
準
工
期
が
あ
る
の
で
、
そ
れ

を
踏
ま
え
た
設
定
が
必
要
で
あ

る
。　
　

　

職
員
も
複
数
業
務
を
兼
務
し
て

お
り
、
遅
れ
が
生
じ
れ
ば
、
工
期

に
し
わ
寄
せ
が
く
る
た
め
、
基
本

的
に
、
そ
の
時
々
の
進
捗
状
況
に

応
じ
て
、
確
認
を
行
っ
て
い
る
。

西
山
産
業
建
設
課
長

　

土
木
事
業
に
限
ら
ず
公
共
事
業

全
般
が
、
施
工
条
件
等
に
よ
り
実

施
期
間
の
制
約
が
あ
る
場
合
を
除

い
て
、
予
算
措
置
後
、
で
き
る
だ

け
早
期
に
発
注
す
る
こ
と
が
基
本

と
認
識
し
て
い
る
。
ま
た
、
工
期

に
つ
い
て
は
標
準
工
期
で
の
工
期

設
定
を
基
本
と
し
た
発
注
に
努
め

て
い
る
。

　

し
か
し
、
例
に
あ
げ
ら
れ
た
事

業
な
ど
、
計
画
・
設
計
の
見
直

し
、
土
地
の
取
得
な
ど
や
む
を
得

な
い
、
自
然
的
・
社
会
的
な
外
部

要
因
に
よ
り
、
予
算
化
し
た
経
費

の
支
出
が
年
度
内
に
完
了
し
な
い

場
合
、
地
方
自
治
法
２
１
３
条
１

項
に
基
づ
き
翌
年
度
に
繰
り
越
し

て
の
事
業
実
施
と
す
る
場
合
が
あ

る
。

新設 ( バイパス ) 工事を実施中の高田下ノ丸線



たの　議会だより 10

町政のここを問う！ズバリ
ズバリ

手
話
言
語
条
例
に
つ
い
て

町
民
の
声
を
聞
く
努
力
は

　
次
長 
― 
手
話
サ
ー
ク
ル
の
活
動
を
支
援
す
る

　
町
長 

― 

準
備
が
整
え
ば
懇
話
会
は
実
施
で
き
る

山
本
議
員

　
令
和
５
年
３
月
議
会
で
、
田
野

町
も
手
話
言
語
条
例
が
制
定
さ
れ

た
が
、
制
定
前
と
後
で
、
ど
の
よ

う
な
変
化
が
生
ま
れ
た
か
を
問

う
。

　
小
中
学
校
の
授
業
や
活
動
で
の

取
り
組
み
の
計
画
・
成
果
は
。

西
山
教
育
次
長

　

小
中
学
校
の
通
常
授
業
で
は
、

年
間
の
規
定
さ
れ
た
教
科
ご
と
の

授
業
時
数
も
あ
り
、
学
校
教
育
に

お
い
て
授
業
に
組
み
込
む
余
地
が

な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

山
本
議
員

　
町
の
行
事
な
ど
で
手
話
通
訳
士

の
派
遣
を
予
算
化
で
き
な
い
か
。

村
上
副
町
長

　

理
解
や
普
及
の
た
め
の
取
り
組

み
方
の
ひ
と
つ
だ
が
、
行
事
に
よ

り
個
々
に
判
断
す
る
必
要
が
あ

る
。

　

一
括
で
答
え
ら
れ
な
い
が
、
条

例
理
念
の
実
現
に
向
け
た
施
策
の

実
施
は
、
町
と
し
て
取
り
組
む
必

要
が
あ
る
。

　

今
後
も
広
域
で
の
講
座
開
催
へ

の
支
援
な
ど
、
継
続
し
て
町
条
例

の
目
的
と
す
る
、
共
生
の
地
域
社

会
の
実
現
に
努
力
し
て
い
く
。

山
本
議
員

　
令
和
６
年
３
月
議
会
で
、
町
長

公
約
「
町
内
行
脚
」
を
質
問
し
、

町
長
は
１
回
だ
け
と
答
え
、
６
年

か
ら
は
方
法
等
を
再
検
討
す
る
と

答
え
た
。
次
の
点
を
問
う
。

　
そ
の
後
、
町
内
行
脚
を
し
た
場

所
・
日
時
・
成
果
を
問
う
。

常
石
町
長

　

で
き
て
い
な
い
。今
一
度
、し
っ

か
り
と
し
た
対
応
を
行
っ
て
い

く
。

山
本
議
員

　
町
長
へ
の
手
紙
、
月
２
回
の
フ

リ
ー
ト
ー
ク
町
民
室
の
成
果
は
。

常
石
町
長

　

町
長
へ
の
手
紙
は
、
令
和
５
年

４
件
、
令
和
６
年
４
件
、
氏
名
を

記
入
の
方
に
は
、
役
場
か
ら
回
答

を
送
り
、
無
記
名
の
方
の
は
、
内

容
を
回
覧
し
、
庁
議
を
通
し
て
共

有
し
て
い
る
。

　

フ
リ
ー
ト
ー
ク
は
、
延
べ
21
名

か
ら
相
談
が
あ
り
、
必
要
な
方
に

は
回
答
を
お
返
し
し
た
。

山
本
議
員

　
県
外
の
町
広
報
に
手
話
の
写
真

入
り
の
記
事
が
あ
る
が
、
中
芸
手

話
サ
ー
ク
ル
「
ぬ
く
も
り
」
の
特

集
を
広
報
で
掲
載
で
き
な
い
か
。

西
山
教
育
次
長

　

手
話
サ
ー
ク
ル
が
自
ら
活
動
内

容
や
参
加
者
の
声
を
寄
稿
す
る
形

を
基
本
と
し
て
、
町
は
広
報
へ
の

記
事
掲
載
の
調
整
や
編
集
支
援
を

行
い
、
サ
ー
ク
ル
の
自
主
性
を
尊

重
し
な
が
ら
支
援
を
す
る
。

議員山本美園
やまもと みその

山
本
議
員

　
町
道
中
央
線
、
道
の
駅
等
、
町

民
の
意
見
・
助
言
を
聞
く
耳
を

持
っ
て
い
る
か
。

常
石
町
長

　

課
題
が
あ
る
程
度
で
き
た
ら
、

住
民
と
の
対
話
は
必
要
と
思
っ
て

い
る
。
決
し
て
、
や
ら
な
い
と
い

う
こ
と
で
は
な
い
。

　

町
長
と
の
懇
談
希
望
が
あ
る
団

体
や
サ
ー
ク
ル
が
あ
れ
ば
、
懇
話

会
を
開
く
仕
組
み
も
考
え
て
い

る
。

「ぬくもり」の手話で心をつなぐ歌
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議員

地
震
、
津
波
発
災
後
の
給
水
、
し
尿
収
集
対
策
を
問
う

　

課
長 
― 
し
尿
収
集
は
県
と
連
携

山
﨑
議
員

　
災
害
時
、
個
々
に
は
３
日
分
の

飲
料
水
の
持
ち
出
し
を
推
奨
し
て

い
る
が
、
常
に
持
ち
出
せ
る
と
は

い
え
な
い
。
常
備
飲
料
水
に
も
限

り
が
あ
る
。
防
災
セ
ン
タ
ー
の
貯

水
タ
ン
ク
の
水
は
、
ど
の
よ
う
に

し
て
避
難
所
、
各
地
区
の
町
民
に

給
水
さ
れ
る
の
か
を
問
う
。

西
山
産
業
建
設
課
長

　

水
道
水
を
一
定
量
貯
留
で
き
る

施
設
は
、
築
地
配
水
池
と
防
災
セ

ン
タ
ー
の
２
か
所
、
ま
た
１
㎥
の

貯
水
タ
ン
ク
を
１
基
備
え
、
車
両

で
の
運
搬
で
の
給
水
が
可
能
で
、

現
在
進
め
て
い
る
北
張
配
水
池
の

改
修
、
更
新
が
完
了
す
れ
ば
、
４

拠
点
で
の
給
水
が
可
能
と
な
る
。

西
山
産
業
建
設
課
長

　

応
急
給
水
は
、
拠
点
に
水
を
取

り
に
来
て
い
た
だ
き
、
町
で
備
蓄

し
て
い
る
給
水
袋
（
６
ℓ
）
を
使

用
し
て
給
水
す
る
拠
点
給
水
を
計

画
し
て
い
る
。

　

１
㎥
の
貯
水
タ
ン
ク
を
追
加
備

蓄
す
る
こ
と
で
、車
両
で
運
搬
し
、

拠
点
を
複
数
確
保
す
る
こ
と
が
可

能
と
な
る
。

山
﨑
議
員

　
中
芸
広
域
に
は
給
水
車
も
見
受

け
ら
れ
な
い
の
で
、
全
世
帯
あ
る

い
は
人
数
に
応
じ
て
水
を
配
る
と

な
る
と
、
か
な
り
大
き
な
タ
ン
ク

や
そ
れ
を
運
ぶ
車
両
の
備
え
も
必

要
だ
と
思
う
が
。

山
﨑
議
員

　
水
道
の
復
旧
計
画
は
ど
う
か
。

西
山
産
業
建
設
課
長

　

給
水
事
業
者
と
し
て
、
ま
ず
や

る
べ
き
こ
と
は
水
道
施
設
の
復
旧

で
あ
る
。
事
業
継
続
計
画
を
策
定

し
て
い
る
が
、
本
年
の
能
登
半
島

地
震
で
は
、
水
道
の
復
旧
が
遅
れ

た
と
い
う
事
例
も
あ
り
、
計
画
ど

お
り
に
い
く
か
は
不
透
明
で
あ

る
。
現
在
の
計
画
で
は
、
25
日
程

度
で
復
旧
す
る
計
画
で
あ
る
。

山
﨑
議
員

　
３
月
議
会
で
も
ト
イ
レ
関
係
の

質
問
を
し
た
が
、
今
回
は
、
仮
に

ト
イ
レ
環
境
が
整
備
さ
れ
た
と
し

て
、
し
尿
の
回
収
、
そ
の
後
の
処

理
は
ど
う
な
る
の
か
。
し
尿
処
理

セ
ン
タ
ー
自
体
被
災
し
、
稼
働
で

き
な
い
状
態
に
な
る
の
で
は
な
い

か
。
ま
た
、
し
尿
回
収
事
業
者
と

の
連
携
は
ど
う
か
。

西
山
産
業
建
設
課
長

　

中
芸
広
域
連
合
の
業
務
継
続
計

画
に
、
中
芸
広
域
連
合
衛
生
セ
ン

タ
ー
は
、
50
㎝
の
津
波
浸
水
区
域

に
あ
り
、
早
期
復
旧
を
図
る
と
あ

る
。

　

連
携
の
話
し
合
い
に
つ
い
て
、

し
尿
処
理
事
業
者
は
、
そ
れ
ぞ
れ

所
属
す
る
高
知
県
環
境
保
全
協
会

お
よ
び
、
高
知
県
環
境
整
備
事
業

協
同
組
合
の
両
組
織
と
県
と
の
間

で
、
し
尿
の
収
集
運
搬
の
協
力
に

関
す
る
協
定
が
締
結
さ
れ
て
お

り
、
県
を
通
じ
て
広
域
的
な
支

援
、
要
請
を
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
る
。

山
﨑
議
員

　
し
尿
回
収
後
の
処
理
は
ど
う
な

の
か
。

西
山
産
業
建
設
課
長

　

処
理
施
設
間
の
相
互
連
携
は
、

県
内
６
つ
に
分
け
た
ブ
ロ
ッ
ク
ご

と
の
検
討
が
さ
れ
て
お
り
、
県
西

部
で
は
協
定
を
締
結
し
て
い
る
と

こ
ろ
が
あ
る
。

　

中
芸
地
域
を
含
む
安
芸
広
域
ブ

ロ
ッ
ク
に
お
い
て
も
今
後
検
討
が

さ
れ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

山
﨑
議
員

　

協
定
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、

地
元
事
業
者
と
の
話
し
合
い
な
ど

は
ど
う
か
。

西
山
産
業
建
設
課
長

　

県
と
の
協
定
が
あ
る
の
で
、
改

め
て
の
公
式
な
話
し
合
い
は
難
し

い
が
、
実
際
災
害
が
起
こ
っ
た
場

合
は
ど
う
な
る
の
か
と
い
う
よ
う

な
、話
し
合
い
は
で
き
る
と
思
う
。

山﨑豊子
やまさき とよこ
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｢
事
前
復
興
ま
ち
づ
く
り
計
画｣

の
策
定
に
向
け
て

　

課
長 
― 
庁
内
で
協
議
を
進
め
て
い
く

中
野
議
員

　

県
で
は
、｢

高
知
県
事
前
復
興

ま
ち
づ
く
り
計
画
策
定
指
針｣

を

策
定
し
て
い
る
が
、
こ
の
指
針
に

基
づ
き｢

田
野
町
事
前
復
興
ま
ち

づ
く
り
計
画｣

の
策
定
に
向
け
て
、

以
下
を
問
う
。

　
発
災
後
の
食
料
難
に
備
え
る
当

町
と
し
て
の
基
本
方
針
を
伺
う
。

西
山
産
業
建
設
課
長

　

発
災
後
の
食
料
は
、個
人
備
蓄
、

公
的
備
蓄
、
そ
の
他
支
援
物
資
に

よ
り
確
保
す
る
よ
う
計
画
に
位
置

づ
け
て
お
り
、
直
接
備
蓄
は
本
町

の
面
積
、
人
口
、
生
産
基
盤
か
ら

考
え
る
と
独
自
対
策
は
難
し
い
。

中
野
議
員

　
食
料
備
蓄
と
高
台
農
地
保
全
等

に
つ
い
て
の
、
地
域
計
画
と
の
整

合
は
あ
る
か
。

西
山
産
業
建
設
課
長

　

農
地
利
用
に
関
す
る
地
域
計
画

は
、
作
成
を
進
め
て
い
る
が
、
事

前
復
興
ま
ち
づ
く
り
の
視
点
を
加

味
し
た
も
の
と
は
な
っ
て
い
な

い
。

中
野
議
員

　
公
的
な
部
分
で
、
も
み
・
玄
米

の
常
温
・
低
温
で
の
備
蓄
、
貯
蔵

の｢
田
野
町
版
食
管
制
度｣

的
な

仕
組
み
づ
く
り
を
問
う
。

西
山
産
業
建
設
課
長

　

備
蓄
米
を
独
自
で
行
う
の
は
、

困
難
な
部
分
が
あ
り
、
現
実
的
で

は
な
い
と
考
え
る
。
だ
か
ら
こ
そ

の
、
政
府
備
蓄
米
と
認
識
し
て
い

る
。

中
野
議
員

　

気
候
変
動
、
地
震
等
の
天
災
、

人
手
不
足
、
地
域
紛
争
等
の
人
災

な
ど
、
有
事
の
際
に
は
既
存
の
施

策
を
超
え
た
支
援
策
も
、
必
要
と

な
る
の
で
は
な
い
か
。

西
山
産
業
建
設
課
長

　

米
に
関
し
て
は
、
人
手
不
足
も

あ
り
、
組
織
化
で
生
産
基
盤
全
体

の
底
上
げ
は
必
要
で
あ
る
と
考
え

て
お
り
、
そ
の
部
分
で
取
り
組
み

を
進
め
る
。

中
野
議
員

　
台
地
農
業
の
基
盤
整
備
の
方
向

性
に
つ
い
て
、
再
度
問
う
。

西
山
産
業
建
設
課
長

　

事
前
復
興
ま
ち
づ
く
り
計
画
の

策
定
で
は
、
生
活
を
再
建
す
る
、

な
り
わ
い
を
再
生
す
る
、
歴
史
・

文
化
を
継
承
す
る
と
い
っ
た
さ
ま

ざ
ま
な
視
点
か
ら
復
興
に
つ
い
て

考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
復
興

ま
ち
づ
く
り
に
お
い
て
は
、
高
台

の
地
域
に
お
い
て
、
被
災
前
と
同

様
の
生
活
、
営
農
を
続
け
て
い
け

る
の
か
も
含
め
検
討
を
進
め
る
必

要
が
あ
り
、
今
の
時
点
で
基
盤
整

備
に
限
っ
て
方
向
性
を
示
す
こ
と

は
で
き
な
い
。

山
中
総
務
課
長

　

事
前
復
興
ま
ち
づ
く
り
計
画

は
、
来
年
度
か
ら
ど
う
い
う
形
で

進
め
て
い
く
か
、
具
体
的
に
検
討

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

中
野
議
員

　
不
測
の
事
態
に
備
え
た
、
町
独

自
で
の
備
蓄
米
確
保
の
計
画
の
考

え
は
ど
う
か
。

西
山
産
業
建
設
課
長

　

町
独
自
の
備
蓄
米
等
の
確
保

は
、
本
町
の
規
模
状
況
に
鑑
み
、

現
実
的
で
は
な
い
と
考
え
る
。

中
野
議
員

　

被
災
者
の
避
難
先
と
し
て
の
、

台
地
農
業
の
生
産
を
高
め
る
基
盤

整
備
の
方
向
性
は
ど
う
か
。

西
山
産
業
建
設
課
長

　

基
盤
整
備
は
実
現
可
能
な
も
の

か
ら
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る

が
、
現
段
階
で
事
前
復
興
ま
ち
づ

く
り
の
視
点
を
踏
ま
え
た
方
向
性

は
持
っ
て
い
な
い
。

議員
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町政のここを問う！ズバリ
ズバリ

議員

道
の
駅
田
野
駅
屋
再
整
備
の
進
捗
状
況
は

　

課
長 
― 
事
業
予
定
地
の
約
７
割
を
取
得
完
了

神
山
議
員　

　
当
町
で
は
、
道
の
駅
田
野
駅
屋

再
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
現

在
の
進
捗
状
況
は
。

今
井
地
域
振
興
課
長

　

事
業
予
定
地
の
約
７
割
を
取
得

完
了
し
て
お
り
、
残
り
の
３
割
に

つ
い
て
も
本
年
度
中
の
取
得
を
め

ど
に
進
め
て
い
る
。
ま
た
現
在
は

「
土
地
分
筆
等
登
記
委
託
業
務
」、

「
造
成
工
事
設
計
委
託
業
務
」、「
官

民
連
携
基
盤
整
備
推
進
調
査
委
託

業
務
」、「
Ｐ
Ｆ
Ｉ
ア
ド
バ
イ
ザ

リ
ー
委
託
業
務
」
の
４
つ
の
委
託

業
務
か
ら
事
業
を
進
め
て
い
る
。　

今
後
に
お
い
て
は
広
報
等
を
活
用

し
な
が
ら
、
進
捗
等
に
つ
い
て
も

お
知
ら
せ
し
て
い
き
た
い
。

神
山
議
員

　
現
在
の
田
野
駅
屋
の
従
業
員
は

ど
う
な
る
の
か
。
中
に
は
高
齢
の

従
業
員
も
い
る
が
。

村
上
副
町
長

　

町
内
の
地
域
内
雇
用
の
継
続
や

拡
大
が
重
要
で
あ
る
。
今
ま
で
の

経
験
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
今
後
に
も
い

か
す
べ
く
、
ス
キ
ル
や
年
齢
も
含

め
て
、
現
在
の
と
こ
ろ
基
準
等
は

考
え
て
い
な
い
。

神
山
議
員

　
再
整
備
の
基
本
計
画
で
は
、
概

算
事
業
費
を
17
億
６
千
万
円
、
令

和
10
年
度
供
用
開
始
と
し
て
い

る
。
現
在
行
わ
れ
て
い
る
町
の
事

業
で
も
、
事
業
費
の
増
加
や
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
の
遅
延
等
が
生
じ
て
い

る
こ
と
が
あ
る
が
、
本
当
に
こ
の

計
画
で
進
め
ら
れ
る
の
か
。

今
井
地
域
振
興
課
長

　

事
業
費
に
つ
い
て
は
、
基
本
計

画
策
定
時
の
概
算
で
あ
り
、
今
後

に
お
け
る
予
算
化
ま
で
の
間
に
も

時
間
の
差
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
物

価
高
騰
等
に
よ
る
一
定
額
の
増
加

は
あ
る
程
度
予
想
さ
れ
る
が
、
国

費
・
県
費
等
充
当
で
き
る
も
の
は

し
っ
か
り
と
要
求
し
、
ふ
る
さ
と

納
税
の
活
用
や
条
件
の
良
い
起
債

を
充
て
て
、
町
の
持
ち
出
し
で
あ

神
山
議
員

　
現
在
の
運
営
元
で
あ
る
「
た
の

未
来
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
株
式
会
社
」

は
ど
う
な
る
の
か
。

村
上
副
町
長

　

建
築
設
計
・
施
工
、
そ
の
後
の

運
営
管
理
を
ま
と
め
て
民
間
事
業

者
に
発
注
す
る
予
定
で
あ
る
。
直

販
、
食
堂
に
限
ら
ず
、
そ
の
他
の

機
能
も
含
め
た
施
設
全
体
の
運
営

規
模
拡
大
が
予
想
さ
れ
、
現
状
以

上
の
体
力
が
求
め
ら
れ
る
。
現
時

点
で
は
現
運
営
会
社
が
引
き
継
ぐ

こ
と
は
難
し
い
と
考
え
る
。

る
自
主
財
源
の
負
担
を
極
力
抑
え

る
よ
う
努
め
て
い
き
た
い
。

　

今
回
の
田
野
駅
屋
再
整
備
事
業

は
、
民
間
事
業
者
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を

活
用
す
る
方
向
で
進
め
て
お
り
、

民
間
事
業
者
の
提
案
か
ら
集
客
や

収
入
を
伸
ば
し
、
再
整
備
後
の
ラ

ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
も
抑
え
て
い
き

た
い
。

　

ま
た
、
町
が
抱
え
る
課
題
は
さ

ま
ざ
ま
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
を
改

善
で
き
る
施
策
は
田
野
駅
屋
の
再

整
備
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
町

の
活
性
化
や
住
民
の
生
活
満
足
度

を
上
げ
る
と
い
う
部
分
で
は
多
少

な
り
の
投
資
は
必
要
で
あ
り
、
素

通
り
に
な
ら
な
い
町
に
す
る
た
め

に
も
し
っ
か
り
と
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
。

神山大亮
かみやまだいすけ

魅力的な商品が並ぶ直販コーナー

混雑時は入り口の外まで並ぶ



たの　議会だより 14

《開催報告》第８回 議会報告会・意見交換会

　令和６年11月８日、ふれあいセンター多目的会議室にて、第８回議会報告会・意見交換会を開催しま
した。ご参加いただきました皆様にお礼を申し上げます。
　今後とも、多くの皆様が参加しやすい身近な報告会となるよう、努力してまいります。

主なご質問、ご意見をご報告します

【ご意見】
　住宅耐震改修事業の補助金が出ても、自己出資金が大きいので、改修を
　諦めている人が多いのでは？
　　　　　【答弁】安価に事業実施できるよう要望していきます。

【ご意見】
　ふれあいセンターとアクセスの活用について
　　　　　【答弁】執行部と共により良い活用を考えていきます。

ほかにも、多数のご質問、ご意見をいただきました。

ご参加、ありがとうございました。
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受付箱に届いたご意見と回答

田野町がパートナーシップ制度を導入したほうがいいです。

田野町の介護事業所が、本年度で撤退する。住民は、来年度からの

介護事業に不安を感じている。町長から、今後の介護事業の取り組

みを、聞いてもらいたい。

田野駅屋の改修工事は、住民投票によって決める方式を、議会に提案す

る議員はいないか、考えを聞かせてほしい。

高知県のホームページでは、令和６年１１月１日時点で３４市町村中９市
町村が導入しており、利用可能な行政サービスは、市町村によって違っ
ています。
パートナーシップ制度導入について、住民の方からご意見があった旨を
執行部に報告するとともに、議会のほうでも、今後理解を深めてまいり
ます。

常石町長に、住民の方からご意見があった旨を報告しておきます。

令和６年９月議会時点で、住民投票は考えていません。また提案する
議員もいませんでした。

ご意見

ご意見

ご意見

回 答

回 答

回 答

その他、学校関係のご意見を１件いただきました。

事前に届いたご意見、 議会報告会でいただいたご意見をまとめ、

執行部に提出いたしました。

これからも、 皆様の声を大切にしてまいります。
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 議会  のの  うごき  
主な活動をお知らせします。 

なお、行事名は一部省略しています。 

 

 

15日 広報編集委員会 

16日 四国８の字整備促進連盟 

  四国整備局要望 

25日 トップセミナー 

30日 安芸広域特老議会 

31日 四国地区町村議会議長会研修 

 

 

13日 町村議会議長全国大会 

14日 安芸郡議会議長会研修 

15日 市町村議会議員行政実務研修 

25日 議会運営委員会 

   全員協議会 

28日 四国８の字整備促進連盟中央要望 

30日 空谷記念田野全国水墨画展表彰式 

 

 

20日 中芸広域連合議会 

23日 安芸郡議長会臨時総会 

24日 安芸広域特老議会 

26日 安芸広域議会 

 

 

 

２日 奈半利川水利対策協議会研修 

４日 奈半利室戸道路建設促進協議会 

   中央要望 

７日 広報編集委員会 

９日 海部郡・安芸郡議長連合会要望 

12日 東海岸グルメまつり＆鉄道の日 

 

 

１日 高知県戦没者追悼式 

８日 全員協議会 

議会運営委員会  

８日 第８回議会報告会・意見交換会 

12日 海部郡・安芸郡議長連合会中央要望 

   県選出国会議員との意見交換会 

            

 

 

２日 全員協議会 

   合同常任委員会 

10～12日 第６回議会定例会 

12日 広報編集委員会 

   議会運営委員会 

    

１０月 

１１月 

１２月 

詳しくは、 

議会事務局まで 

   TEL 0887-38-6966 

定例会では、町民に密接に関係するさまざまな事項が審議されています。今後の 

町の方向性を直接聞くことができる良い機会です。ぜひ、お越しください。 

次回定例会は、 ３月中旬 開催予定です。 

主な審議内容は

令和７年度当初予算です


